
誤認す2楼島火山活動報告ー

鹿児島測候所

1. 鹿児島市lζ於ける火山活動観測

楼島は 4月 28日の活動以後-5月 1日まで柏々多量の噴煙をあげy その後大昔豊平静になった

が， 5月 15日から再び活動を始めた.次に鹿児島測候所に於ける火山活動観測を記す.

5月 15日 14時 18分には南岳頂上約 600米の高さの黒煙が嘗所から観測された. 16 日・ 1

日は曇天のため蛍所から棲島は見えなかったが， /J、爆資が綾いたゃうである.

18日には活動が次第に盛となり y 爆後同数も多く勢力も加はわ 島の東側及びそのま主j岸地方に

は降友があった. 噴煙は冠雲のため嘗所から充分観測が出来なかったが， 15時頃から数同認めら

れ， .18時 $0分には火口上 8QO米のものが観測されたその後冠雲と曇天のため観測は出来なか

ったが，爆畿は綾渡し降次も績いた由である.

22日には活動は愈々旺盛となり， 鹿児高市でも爆昔が何同となく聞え， 降次があった地域もあ

る.嘗所では風向の関係か爆音は聞えでp，雨天のため展望も友かったが，地震計は 5同の相蛍顕著

た記象を残してゐる.

23日には活動は一層盛になり，蛍所から 25--30分のl間隔で噴煙が観測され，特に顕著友ものは

地震計にも相蛍に感じた.

11. 楼島に於ける火山活動観測

5月 23日からJ懐島黒紳部?容に所員:';'2名を汲法駐在せしめて， 5 月 26日--6月 14日間徹宵

楼島の火山活動を観測した.

1. 活動挟況 5月 26 EI.........29日の活動は音響a を伴はないものが多かったがy その後の活動に

はlJ13動が問えるやうになった. 乙れと同時にそれまで、少かった火柱は 5月 29日夜から多数観測

されp 赤熱噴石が認められるやうになり， 30日夜宇頃から殆ど会爆設に火柱を伴ひ， 6月 2日夕

には火:柱は高さ 300 米以上，赤熱噴石の分布範園は牛径数百米に及びp 乙れらの噴石には落下後

数十分間光輝を設してゐるものもあった.たほp 同日童聞にはF 噴石及びこれらが砂塵を上げつつ

谷聞に特落するのが認め・られるやうになった， 3日未明には大爆設があった.

その後の活動勢力は弱くなか，噴煙量は多かったが爆音手は小と注り，次第に鋲静に向った.また f

7 日・ 8日;及び 13日・ 14 日には活動が粉々旺盛とたれ以後は天候が悪くて観測は不充分であ

ったがp 依然小爆設が櫨践したゃうである.

2. 火口j状況本活動期間中の活動火口のi状況は大館次の通りである.一
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5月 27 日朝，活動火口が柏、々蹟大L， 6月 1 日 15時 39分どろ頂上の火口内壁が崩壊，同

日夜再び崩壊し 2日朝には火口が 2倍の大きさになり 3円未明の大爆禁後北側火口内壁が小

爆設.r司教 表

爆 設 同 致 地震

月 日 百己 事
た 11、 合計 鹿児島

一 一
V 15 

16 

17 一

18 立

19 、、 3 

20 2 ， 

21 一 .. 
22 町 5 

23 7 

24 6 

25 9 

26 3 一 51 54 6 終日曇天，山は雲に掩はれ菅のみに主る.

27 3 16 18 37 1 朝まで雲に包まる，火口やや犬となる.

28 6 28 43 77 9 夜間火柱一面に上る.

29 13 43 45 101 3 火栓多く，赤熱噴石.

30 11 42 41 94 30 

31 19 106-， 74 193 27 

百 1 25 140 90 2;;5 35 

2 18 118 52 188 44 

3 14 52 39 105 17 

4 1 11 36 48 6 爆護同数少なきも，夜は火柱・赤熱噴石数同観測す.

5 3 3 15 21 4 -曇時々雨あり，充分観測出来ず.

6 5 31 40 76 7 噴煙量多きも普饗小，火栓少し.

7 4 ，.70 106 180 20 正赤午熱頃噴よ石り失.策に勢力を得，夜間に強〈火柱も多〈

8 3 33 93 129 23 強き;謀議少なきも，火柱・赤熱噴石.

9 3 34 69 106 16 1/ 

10 1 22 57 80 8 爆装勢力弱<，火柱なし.

11 5 11 45 61 23 雨にて観測充分ならざるも，勢力弱きものの如し.
， 

曇雲観如量忙測掩多L充.仕〈分，れ夜，な観測充分ならぎ「るも，勢力弱きものの12 8 12 51 71 8 

13 12 44 62 118 32 火ら柱ざ・る赤も熱，噴午石後.次第に勢力加はり噴煙

14 4 18 31 53 21 欣?冠獲化なく，夜火柱・赤熱噴石.

G 

詰: 本表中， 地震以外は榎烏に於ける観測である.
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崩壊した.本活動後?南岳-東南東側斜商上の馬蹄形蓄爆裂火口内には噴石が一面に撒布せられた.

3. 活動の種類及び階級今同の活動に於て，弐の 2種類の活動が観測された.

1. 黒煙が非常に多いがy 音響が問え友いもの一一噴煙の射出度が小で， rモクモク」 と昇騰す

る.

2. 噴煙量の多少に関せず音響を伴ふもの一一噴煙は如何にも殻射されるぞうにみうけられる.

との音響に 2種類ある.

グ・「ドン」といふ音響が聞えてから，暫くたって「ドドタr-Jあるひほ「ゴォゴォゴ、ォJとい

ふ雷鳴様音が績く、場合が多い.

ロ. rドン」といふ音響が問えずF はじめから雷鳴様音だけが悶える.

今岡の活動に於てF 大健大・中・小の種類の階級の活動が分類された.

爆稜の階級

大噴煙量が多く i音響は近くの大砲或は中雷の程度で，観測勅まで空振が感ぜられ，夜間は

音響大，火柱数十米以.上・赤熱噴石飛散する程度.

中 噴煙量が粉々少し音響は弱雷程度でp 夜間は火柱数十米以下y 多少赤熱噴石がある程度

のもの.

小 音響は遠雷程度以下でy 夜間は火柱・赤熱噴石が殆~たい程度のもの.

4. 活動の週期及び問敦ふ活動が盛な時にはF爆を受は約 20分の間隔を3まいて群を在して訟とれ

且との群の中に怯，約 2........，5.分の間隔を沿いて敷同の爆後があった.倫，活動は 1週間前後の週

期を有するやうであ t，'気璽が高い時，ある4ひは気塵が上昇しでゐる時に主主にえにる傾向がある.ま

た，活動は相官量の降雨の後に活畿になる傾向がある.

なほ，本活動期間の棲島に於ける爆稜同数は前頁K示しである..(爆禁同数表参)1の.

5.ー被害及び異常 今同の活動では，活動火口北方の谷の樹木が概ね焼き輩され，降次が長期に

亙ったためp 煙草・甘藷・果樹等が多少損害をうけp 家畜飼料用雑草に困難を来した程度の被害があ

った.

なほ， 今同の活動に伴って棲島及び附近には，地盤の隆起等の事賓がなく F 地熱・井水等の異常

及びその他の前兆は何等認められ左かった.
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